
事例３ 探究の過程を振り返る事例 

○学年    第３学年 

○主な領域  エネルギー ⑸運動とエネルギー 

○事例のポイント 

 ①検証計画の立案に基づいて実験を行い、課題の解決のために計画を再検討し追加実験を行う。 

 ②表計算ソフトを用いてグラフ化を迅速に行うことで実験結果を多面的・多角的に評価するととも

に、考察の時間を確保することができる。 

 ③ＩＣＴを活用して実験データの共有を行うことで、他の班の結果と比較することができ、実験精

度の評価や追加実験の検討に用いることができる。さらに、協働的な学びや発表時に大型テレビ

等に提示することができる。 

 

１ 単元名 「力学的エネルギー」 第３学年 

 

２ 単元について 

  本単元では、理科の見方・考え方を働かせて、物体の運動とエネルギーについての観察、実験など

を行い、仕事とエネルギーについて日常生活や社会と関連付けながら理解させるとともに、それらの

観察、実験になどに関する技能を身に付けさせ、思考力、判断力、表現力等を育成することが主なね

らいである。 

  思考力、判断力、表現力等を育成するに当たっては、運動とエネルギーについて、見通しをもって

観察、実験などを行い、その結果を分析して解釈し、規則性や関係性を見いだし表現するとともに、

探究の過程を振り返らせることが大切である。その際、レポートの作成や発表を適宜行わせることも

大切である。 

  なお、観察、実験で得られる測定結果を処理する際には、測定値には誤差が必ず含まれていること

や、誤差を踏まえた上で規則性を見いださせるよう、表やグラフを活用しながら指導することが大切

である。 

 

３ 単元の目標 

 この単元では、力学的な仕事の定義を基に、仕事とエネルギー、力学的エネルギーに関する現象に

ついて、日常生活や社会と関連付けながら、見通しをもって観察、実験を行い、その結果を分析して

解釈し、仕事とエネルギーの関係、位置エネルギーと運動エネルギーの互換性、力学的エネルギーの

保存性を見いだして理解させることが主なねらいである。その際、衝突の実験で測定される力学的エ

ネルギーを量的に扱うことができることを理解させるとともに、力学的エネルギーに関する観察、実

験の技能を身に付けさせる。 

 

４ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

力学的エネルギーを日常生活や

社会と関連付けながら、仕事と

エネルギー、力学的エネルギー

の保存についての基本的な概念

や原理・法則などを理解してい

るとともに、科学的に探究する

ために必要な観察、実験などに

関する基本操作や記録などの基

本的な技能を身に付けている。 

力学的エネルギーについて、見

通しをもって観察、実験などを

行い、その結果を分析して解釈

し、力学的エネルギーの規則性

や関係性を見いだして表現して

いるとともに、探究の過程を振

り返るなど、科学的に探究して

いる。 

力学的エネルギーに関する事

物・現象に進んで関わり、見通し

をもったり振り返ったりするな

ど、科学的に探究しようとして

いる。 

 

 

 

（解Ｐ52）「ここでは」以降の文を参考 

 

（解Ｐ56）下から 9行目以降の文を参考 

 

 



事例のポイント① ⑴ ウ・エ 
日常の体験などから、「重力に逆らって行う仕事」と「摩

擦力が働く場合の仕事」を理解し、仕事とエネルギーの
関係性を見いだす。 

５ 指導と評価の計画（記録：全生徒の学習状況の記録をとり、総括につなげるもの） 

時

間 
ねらい・学習活動 

重

点 

記

録 
備考 

１ 

・エネルギーとは何かについて理解し、既習の熱・

電気・化学エネルギーについて振り返るととも

に、身近な自然現象とエネルギーの関係について

考える。 

態  

・物体がエネルギーを持っている

状態について理解し、既有の知

識を基に自然現象を説明しよう

としている。 

２ 

 

・物体を加速させて別の物体に衝突させる実験か

ら、運動エネルギーが物体の質量と速さに関係す

ることを見いだす。 

 

 

 

 

・質量の異なる小球を用いた衝突実験から、位置エ

ネルギーが物体の質量と高さに関係することを

見いだす。 

 

 

 

思 ○ 

・運動エネルギーの大きさは物体

の質量と速さに、位置エネルギ

ーの大きさは物体の質量と高さ

に関係していることを見いだし

て表現している。 

 (行動観察・記述分析)  

３ 

・運動エネルギーと位置エネルギーを合わせた総

量を力学的エネルギーということを知る。 

・振り子の実験から、運動エネルギーと位置エネル

ギーが相互に移り変わることを見いだして理解

するとともに、力学的エネルギー保存則が成り立

つことを理解する。 

知  

・力学的エネルギーは運動エネル

ギーと位置エネルギーの総量で

あること、さらに力学的エネル

ギー保存則が成り立つことを理

解している。 

４ 

・仕事の求め方や単位について理解し、仕事と様々

なエネルギーとの関係性を見いだす。 

 
知  

・仕事と運動エネルギーや位置エ

ネルギーの関係について理解し

ている。 

 

 

 

５ 

・ 

６ 

・小球を木片に衝突させて移動させる実験を行い、

小球の質量、衝突時の小球の速さなどの条件を制

御し、小球が木片に行った仕事と小球が持ってい

た力学的エネルギーの関係性を見いだす。 

 

 

思 ○ 

・実験の条件を制御しながら仕事

と力学的エネルギーの関係性を

見いだし、表現している。 

 (発言分析・記述分析) 

７ 

・ 

８ 

・定滑車と動滑車の実験を行い、滑車と仕事の関係

について考察し、滑車のはたらきを理解する。 

・道具を使ったときの力の大きさと移動距離の関

係性を見いだし、仕事の原理について理解する。 

知 ○ 

・定滑車と動滑車のはたらきを踏

まえ、力の大きさと移動距離の

関係から仕事の原理についての

説明をしている。(記述分析) 

９ 

・てこ、輪軸、複合滑車など、道具が身近に使われ

ている例を知り、仕事の原理との関連を見いだ

す。 
態 ○ 

・仕事の原理について日常生活と

関連付けて考え、様々な道具の

はたらきを整理しようとしてい

る。(行動観察・記述分析) 

事例のポイント① ⑴ ア 
運動エネルギーは「質量」
と「速さ」に関係すること

を、定性的実験から見いだ
す。 

事例のポイント① ⑴ イ 
位置エネルギーは「質量」と「高さ」に関係することを、

定性的実験から見いだす。 

事例のポイント② ⑴ 
散布図を使うことで、

結果を入力後、グラフ
化することができる。 

編Ｐ76指導計画作成の留意事項⑵ ⑹ 

 

編Ｐ76指導計画作成の留意事項⑺ 

 

事例のポイント① ⑶ 
力学的エネルギーを運動エネルギ
ーと位置エネルギーに分けて計画

を立案する。 



10 

・ 

11 

・エネルギー変換の実験を行い、与えたエネルギー

と取り出せたエネルギーの大きさの差から、摩擦

力などで目的とするエネルギー以外に変換され

てしまうことを見いだす。 

・様々なエネルギーの形態と変換のための道具の

存在を知り、エネルギーが移り変わっていく中

で、その総量は保存されるというエネルギーの保

存について理解する。 

知  

・エネルギーの総量が保存される

が、利用することができないエ

ネルギーに一部変換されてしま

うことについて理解している。 

 

６ 本時の学習指導（本時 ５・６／11時） 

⑴ 目標 

〈思考力、判断力、表現力等〉 実験の条件を制御しながら仕事と力学的エネルギーの関係性を見いだ

し、表現できる。 

⑵ 展開（２時間分） 

学習活動 
教師の働きかけ（○）と 

予想される生徒の反応（・） 

指導上の留意点（・） 

評価規準（◇） 

１ 自然事象に対し

て気付く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 課題を設定する。 

 

 

３ 仮説を設定する。 

 

 

 

 

 

４ 検証計画を立案

する。 

 

○ニュートンのゆりかごを演示し、力学的エネ

ルギーと仕事の関係について振り返らせる。 

・位置エネルギーが運動エネルギーに変わっ

ている。 

・力学的エネルギー保存が成り立っている。 

・別の振り子にぶつかって振り子を動かして

いるので、もとの振り子は仕事をしたことに

なる。 

 

 

 

○衝突実験器を用いて小球を木片に衝突させ

たり、小球を手で押し出して木片に衝突させ

たりして木片を移動させる演示を行う。 

・小球が木片に対して仕事をしている。 

 

 

 

 

○小球がどうなれば大きな仕事ができるか考

えさせる。 

 

 

 

・小球の 

質量が大きい方が大きな仕事をする。 

速さが速いほうが大きな仕事をする。 

高さが高い方が大きな仕事をする。 

・比例するのではないか。 

 

○どのような実験を行えば、仮説が確認できる

のか、検証計画を立案させる。 

・小球を木片に衝突させると木片が移動する

・力学的エネルギー保存の

学習で用いられる振り子

と関連付けて考えさせ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

・小球が持っていたエネル

ギーが、木片を移動させ

る仕事をしたことに気付

かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運動エネルギーと位置エ

ネルギーは小球の何と関

係しているのか、既習内

容と関連付けて仮説を立

てさせる。 

 

・条件制御を意識した計画

を立てさせる。 

・力学的エネルギーは運動

【課題】仕事と力学的エネルギーにはどのような関係があるだろうか 

事例のポイント① ⑵ 
力学的エネルギーをもっている物体は、衝突することで他の物体に仕事を行うことができるこ
とについて気付かせる。 

事例のポイント① ⑵ 
演示において衝突実験器を用いておくことで、衝突実験器の使い方や、小球が持つ位置エネルギ

ーや運動エネルギーの考え方を理解することができ、実験計画の立案で実験器具の使い方の道
筋が立てやすくなる。 

編Ｐ76指導計画作成の留

意事項⑵ ⑹ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 実験をする。 

 

６ 結果を処理する。 

 

 

 

 

 

 

７ 考察する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 探究の過程を振

り返る。 

 

 

 

 

ので、移動した距離を測ってグラフにする

と、どれだけ仕事をしたのか分かると思う。 

・運動エネルギー(質量と速さ)と仕事の関係 

・大きさが同じで、質量の異なる小球を使お

う。 

・小球の速さを変えて木片に衝突させてみよ

う。 

 

 

 

 

 

 

 

・位置エネルギー(質量と高さ)と仕事の関係 

・大きさが同じで、質量の異なる小球を使お

う。 

・小球の高さを変えて木片に衝突させてみよ 

 う。 

 

 

 

 

 

 

 

・グループごとに立案に基づき実験を行う。 

 

・表計算ソフトを用いて、グラフ化する。 

・表計算ソフトの共同編集機能で他グループ

の実験結果が見られるようにする。 

 

 

 

 

・小球の 

質量が大きい方が大きな仕事ができた。 

速さが速いほうが大きな仕事ができた。 

高さが高い方が大きな仕事ができた。 

・質量と仕事、高さと仕事はそれぞれ比例して

いるように見えるが、速さと仕事は比例して

いるか分からない。 

 

 

・実験数が少なくて、定性的には考察できる

が、定量的な結果・考察にならない。 

・小球の速さと、木片が動いた距離の関係が比

例にならないような気がする。 

 

 

エネルギーと位置エネル

ギーの総量であることに

触れ、条件制御がしやす

いように「運動エネルギ

ーにおける検証」と「位置

エネルギーにおける検

証」を分けて立案させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・高さを決定するときに、傾

斜の角度ではなく、基準

面からの垂直方向の距離

が高さになることに気を

付けさせる。 

◇【思・判・表】条件制御を

踏まえた計画が立てられ

ているか。(全生徒記録・

発言分析・記述分析) 

 

 

・表計算ソフトの使用が不

安な生徒へ支援を行う。 

・グループで決めた試行回

数を行うだけでなく、グ

ラフで違和感のある結果

については再検証するこ

とをアドバイスする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・特に高さにおいて、条件制

御に基づいた実験になっ

ていたのかについても振

り返らせる。 

事例のポイント① ⑷ イ 

課題の解決に向けて方策を検討
させ、追加実験につなげる。 

事例のポイント② ⑴ 
散布図を使うことで、結果が
入力後、グラフ化することが

できる。 

事例のポイント③ ⑴ 

共同編集機能等を用いることで、他の班の結果も参考
にすることができる。 

小球 

小球 

編Ｐ76 指導計画作成

の留意事項⑵ ⑹ 

 

事例のポイント② ⑵ 
ＩＣＴを活用したグラ

フ化によって生まれる
時間を生かす。 



 

 

 

 

 

 

９ 追加実験計画を

立案する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 追加実験をする。 

 

11 結果を処理する。 

 

 

 

 

 

 

12 考察する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13 表現・伝達する。 

（協働的な学び） 

 

14 まとめをする。 

 

 

 

 

 

15 振り返りをする。 

・小球が木片に衝突した後にレールから跳び

出して転がっていったものは、エネルギーを

使い切っていないと思う。 

 

 

 

○結果の精度を上げるためにはどうすればよ

いか、実験方法を見直させる。 

・明らかにずれている値は、実験ミスの可能性

があるから、もう一度やってみよう。 

・小球の速さを細かく変えていった方が比例

しているかどうか分かりそう。 

・もっと実験回数を増やしてみよう。 

・実験回数を増やすために、クラス全体でデー

タを共有しよう。 

 

 

・小球の速さに着目し、追加実験を行う。 

 

・表計算ソフトを用いて、グラフ化する。 

・表計算ソフトの共同編集機能で各班のデー

タが１つの巨大なデータになるようにする。 

○ホワイトボードやＩＣＴ端末のホワイトボ

ード機能等を用いて、グループ内で考えを共

有させる。 

 

・小球の 

  質量と仕事は比例する。 

  速さと仕事は比例しない。 

  高さと仕事は比例する。 

・力学的エネルギーが大きい方が、大きな仕事

ができる。 

・小球の速さと仕事には、比例はしないが規則

性が見られた。（二次関数のようになった） 

 

 

○各グループの考えを共有させる。 

・ホワイトボードや大型テレビで発表する。 

 

○発展的な内容として、位置エネルギーと運動

エネルギーを求める式を説明する。 

○エネルギーと仕事の単位は同じジュール（記

号 J）であることを説明する。 

・必要に応じて、まとめを修正する。 

 

・自分たちのグループや協働的な学びを受け

て、個人で課題に対して振り返りを行う。 

 

 

 

 

 

 

・条件制御を意識した計画

を立てさせる。 

 

◇【思・判・表】条件制御を

踏まえた計画が立てられ

ているか。(全生徒記録・

発言分析・記述分析) 

 

 

 

 

 

 

・表計算ソフトの使用が不

安な生徒へ支援を行う。 

 

 

 

 

 

◇【思・判・表】実験結果を

もとに、仕事と力学的エ

ネルギーの関係性を見い

だし、表現している。 

 (全生徒記録・記述分析) 

 

・数学の二次関数の学習と

連携する。 

 

 

・実験結果を根拠とするよ

う声かけをする。 

 

 

⑶ 板書計画（略） 

 

事例のポイント① ⑷ ア 
実験の妥当性が疑われる結果が見つかった場合は、その原因や考えられる理由を明確にして

から再実験を行わせる。 

事例のポイント③ ⑵ 

ＩＣＴ端末を活用し、考察の根拠
となる実験結果やグラフを提示す
る。 

事例のポイント③ ⑴ 

共同編集機能等を用いることで、
全ての班のデータを一元的に見取
ることができる。 

編Ｐ76 指導計画作成

の留意事項⑵ ⑹ 

 

編Ｐ76指導計画作成の留意事項⑵ 編Ｐ76 指導計画作成の留意事項

⑶ 



７ 実践をする上でのポイントと考察 

事例のポイント①  

⑴ 検証計画の立案に関係する既習内容について 

（アとイは指導計画の２時間目、ウとエは４時間目の内容） 

 ア 物体を加速させて別の物体に衝突させる実験について 

   ペットボトルキャップを 11 個用意する。キャップ 10 個

をボウリングのピンのように並べ、もう 1 つのキャップを

指で弾く実験を行う。指で弾くキャップに 油粘土を詰め、

質量を変化させる。弾いたときの速さは簡易速度測定器で

計測する。動いたキャップの数を数える。 

   この実験から、運動エネルギーの大きさは、物体の「質量」

と「速さ」に関係することを見いだす。（定性的実験） 

 

 イ 質量の異なる小球を用いた衝突実験について 

   質量が異なり、同じ体積の小球を用意する。砂を入れた皿

に落下させ、砂のへこみ方や飛び散り方を観察する。 

   この実験から、位置エネルギーの大きさは、物体の  「質

量」と「高さ」に関係することを見いだす。（定性的実験） 

 

 ウ 物体を高いところに持ち上げる仕事（重力に逆らって行

う仕事）について 

   「 仕事(J) ＝ 物体にはたらく重力の大きさ(N) × 持ち上げた高さ(m) 」であることが成り立

つ。このことから、物体を重力に逆らって持ち上げる仕事をさせ、物体に加えた力の大きさとその

向きに動かした距離の積として仕事は定量的に定義できることに留意して指導する。 

 

 エ 摩擦力が働く場合の仕事（摩擦力に逆らって行う仕事）について 

   「 仕事(J) ＝ 物体に加えた力(N) × 力の向きに移動させた距離(m) 」であることが成り立つ。

この場合、仕事によって物体に与えたエネルギーは、摩擦力によって熱エネルギーや音エネルギー

などに変わり、エネルギーの損失につながることに留意する。これは、「⑺科学技術と人間(ｱ)エネ

ルギーと物質㋐エネルギーとエネルギー資源」のエネルギー変換の効率にもつながる内容である。 

 

⑵ 既習内容の振り返りと衝突実験器を用いた演示について 

  前時までの学習では、「物体を持ち上げる仕事（重力に逆らって行う仕事＝位置エネルギーを与える

仕事）」「物体を投げる仕事（運動エネルギーを与える仕事）」「摩擦力が働く場合の仕事（摩擦力に逆

らって行う仕事）」を学習している。いずれも例として、人が物体に対して行っている仕事が示される

場合が多い。 

  本時の導入では、人が行う仕事ではなくても、力学的エネルギーをもっている物体は、衝突するこ

とで他の物体に仕事を行うことができることについて気付かせることが重要である。これは本時のね

らいである 

 

 

 

 

につながる部分である。  

 また、演示として衝突実験器を用いることで、衝突実験器の使い方や、小球が持つ位置エネルギー

や運動エネルギーの考え方を理解することができ、実験計画の立案で実験器具の使い方の道筋が立て

やすくなる。 

 

 

小球を木片に衝突させて移動させる実験を行い、小球の質量、衝突時の小球の速さなどの条件

を制御し、小球が木片に行った仕事と小球が持っていた力学的エネルギーの関係性を見いだ

す。 

落とす高さが高いと、砂の
へこみや散らばりが大きい 

小
球 

小
球 



⑶ 力学的エネルギーを運動エネルギーと位置エネルギーに分けて計画を立案することについて 

  力学的エネルギーは、運動エネルギーと位置エネルギーの和であるため、力学的エネルギーを定量

的に測ろうとすると「質量」「速さ」「高さ」の３つの要素を考えなければならなくなる。高い位置に

ある小球を斜面に沿って転がして木片に衝突させる実験を行う場合、スタート時に小球がもっていた

位置エネルギーは、斜面を下るうちに運動エネルギーに変換される。（これは力学的エネルギー保存で

あり、指導計画の３時間目に学習している。） 

  図１のような衝突実験器を用いる場合、小球

の「速さ」は「高さ」の従属変数である。    

スタート時の「質量」と「高さ」から位置エネ

ルギーが、斜面を下り終わった時点の小球の「質

量」と「速さ」から運動エネルギーが求められ

る。「質量」「高さ」「速さ」を同時に測ることも

できるが、力学的エネルギーは運動エネルギー

と位置エネルギーの総量であるということから、スタート時の位置エネルギーと、斜面を下り終わっ

た時点の運動エネルギーを誤って足し合わせてしまうことも懸念される。そのため、運動エネルギー

に関する測定と位置エネルギーに関する測定を分けて行う。 

  小球の「質量」は実験中に増減することはないので、条件制御を考えると、運動エネルギーは   

「速さ」に着目し、位置エネルギーは「高さ」に着目すれば結果を整理することができる。 

 

⑷ 実験計画の再検討と追加実験について 

  「８ 探究の振り返り」の場面において、本実践では生徒

から次の２つの意見が出された。 

１つめは、条件制御の失敗などにより実験結果が疑われる

場合。２つめは、考察を経てさらに探究を深めようとする視

点が見つかった場合である。 

どちらの場合においても、図２の探究の過程のように、 

再実験や追加実験の検証計画を立案し、改めて見通しをもっ

た追究を行うこととなる。 

 

 ア 実験の妥当性が疑われる結果が見つかった場合 

 事例のポイント② にもあるように、表計算ソフトを用い

ることで即時にグラフ化ができるため、実験の妥当性を検討

しやすい。 

 今回の実験では、「小球の高さの測り方は正確か」「簡易速

度測定器の単位は実験を通して統一されていたか」「小球が

木片に衝突後、レールから跳び出していないか」「レールのつ

なぎ目が平滑になっているか」等、実験の妥当性について考

えることができる。 

 

 イ さらに探究を深めようとする視点が見つかった場合 

 本時の授業展開では、「仕事の大きさ(木片の移動距離)

は、小球の速さに比例しない」というところがポイントだ

が、試行回数が少ない場合、１次関数のような直線に見え

るデータと、２次関数の曲線を描くデータになる場合があ

る。 

 本実践においては、図３のような結果になった班があ

り、「赤点線のように直線的なので１次関数だ」「黒点線の

ように曲線的なので２次関数じゃないか」と意見が二分さ

れた。 

 

図１ 衝突実験器の例 

図２ 探究の過程        
参考 中学校学習指導要領(平成 29 年告示)解説理科
編Ｐ９「資質・能力を育むために重視する探究の過程
のイメージ」より 

図３ 小球の速さと木片の移動距離 



事例のポイント②  

⑴ 表計算ソフトを用いたグラフ化について 

グラフ化をするにあたり散布図を用いる。散布図は、

（ｘ，ｙ）それぞれを設定できるグラフである。 

 

図４は位置エネルギーに関する「質量」と「高さ」の  

実験をグラフ化したものである。 

この表とグラフは、高さを５cm ずつ変化させたときの

３種類の小球が行った仕事(木片の移動)が入力されてい

る。さらに、高さ 30cmの試行を行ったあとで、高さ 12cm

や 18cm などの試行を行うこともできる。また、同じ高さ

を何度も行うこともできる。 

 

 

図５は運動エネルギーに関する「質量」と

「高さ」の実験をグラフ化したものである。 

同じ速さで実験を行うことは非常に難し

いため、ｙ座標が存在しないデータも存在す

るが、散布図はこれでもグラフ化することが

できる。 

 

 

 

 

また、指導計画の２時間目で行った「物体を加速させて

別の物体に衝突させる実験」では、本事例と同様に散布図

を用いており、そのグラフが図６である。 

 

 

 

 

 

⑵ ＩＣＴを活用したグラフ化によって生まれる時間について 

本単元ではＩＣＴを活用してグラフの作成を行うことで、再実験や追加実験、考察の時間を十分確

保した。 

ただし、表計算ソフトの扱い方や、グラフを読みとる技能が必要である。 

 

図４ 小球の高さと木片の移動距離 

図５ 小球の速さと木片の移動距離 

図６ 物体を加速させて別の物体に衝突させる実験 



事例のポイント③  

⑴ 共有ソフトや共同編集機能の活用 

実験データを、共有エリアに置いたり共

同編集機能を活用したりすることで、自分

たちの結果だけでなく、他の班の結果を見

ることもできる。他の班の結果と比較する

ことで、実験精度の評価を行って再実験を

検討したり、追加実験立案の手がかりとし

て用いたりすることができる。 

さらに、各班のデータを１枚のシートや

グラフにつながるように準備することで、

全班のデータを一元的に見取ることができ

る。図７は、運動エネルギーに関する「質量」

と「速さ」の実験データを集約し、班ごとに

色別に表示されるようにしたものである。 

 

⑵ 大型テレビや電子黒板の活用 

各班の実験結果を、大型テレビに表示させて直接指し示し

たり、電子黒板でマークなどを書き込んだりしながら説明す

ることができる。発表者としては説明しやすくなり、聞き手

としても視覚的に理解しやすくなる。 

図７ 小球の速さと木片の移動距離(６班分) 


